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Puritan-Bennett 7250 Metabolic monitorの使用経男貴
一DeltaTracとの比較ー
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breath、DTがMixingchamber dilution法であることに由

来する と思われた。VO，と VCO，のバイアスの違いによ

りRQの値がぱらつきを生じたと考えられた。

I結語]VO，に関しては、 PB7250とDTの値は良〈 一致

した。 VCO，は、相関関係は良好だが、 PB7250で低値を

とる傾向にあった。RQは、ぱらつきが多く、相関はや

や低かった。

集中治療において、代謝諸量を知ることは、呼吸、栄

養管理上、重要である。 Puritan-Bennett725QTM (PB7250) 

は、 PB7200ae™ベンチレータ 専用の代謝モニターであ

VCOzの回帰直線
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VOzの回帰直線

1回 E田 3国 4∞5∞
DTVDz mlノmm

RQの回帰直線
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る。我今は、 ICU収容患者に、 PB7250を試用する機会を

得たので、既存の代謝モニター DeltaTrac™ (DT、Datex

社)で得られるデータと比較検討した。

[方法]対象は、呼吸・循環動態が安定し、F10，O.5以下

の条件で人工呼吸管理下にあった患者とした。鎮静、鎮

痛には、 ミダゾラム、フエンタニルを持続静注した。

PB7250とDTを規定の位置に接続し、同時に測定した。

測定項目は、酸素消費量 (VO，)ml/min、二酸化炭素産生

量 (VCO，)ml/min、呼吸商 (RQ)であった換気条件は、

SIMVあるいは CPAPで、低レベルの PSVを併用した。

DTによる1i!1'は、各々 、 DTVO，等と し、PBで得られた値

はPBVO，等とした。データは平均値±標準偏差で示し

た。PB7250で得られるデータは、 BTPSであるので、 比

較には STPDに換算した値を用いた。どちらの機器とも

各変数を l分毎に測定、記録するが、回帰直線および相

関係数の算出には、 IO分毎のデータを抽出し両者を比較

した。相関係数は、p<0.05を有意とした。

[結果]患者 (n=3)は、食道癌術後で、年齢67:t3.8歳、

身長 154士9cm、体重55土2kgであった。測定は計5回、

延べ測定時間は計25.5時間であった。VO，に関しては、

PBVO， = 39.7 + 0.80 x DTVO， (R=0.93)の関係が得られ

た。同様に、 VCO，は PBVCO，= -1.7 +0.87 X DTVCO， 

(R=0.96)であった。一方、 RQはPBRQ=0.10+0.74X 

DTRQ (R=0.55)であった。

両者から得られた値の差の平均値(バイ アス)とバイア

スの標準偏差(プレシジョン)を計算すると VO，では、そ

れそれ-3.4、 19.0、VCO，では 23.0、11.2となった。

[考察}バイアスと プレシジョンから、 VCO，は相関が良

好だが、 PB7250の測定値は低値を示すことがわかった。

このバイアスの違いは、 PB7250の測定原理が、 Breathby 




